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No.3457月9日、古間保育園で夏の恒例行事「ほしのつどい」が行われました。

夏の夜を楽しむ
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な
ど
を
実
際
に
見
て
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
す
」

　
ほ
と
ん
ど
を
志
郎
さ
ん
ひ
と
り
で
作
り
ま

す
が
、
玲
子
さ
ん
が
作
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

玲
子
さ
ん
は
「
私
は
屋
根
の
先
端
の
そ
り
、

て
っ
ぺ
ん
の
丸
い
部
分
や
彫
り
物
な
ど
、
細

工
物
の
と
き
に
私
の
出
番
に
な
り
ま
す
。
ふ

さ
な
ど
の
飾
り
も
私
の
手
作
り
な
ん
で
す
よ
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
台
完
成
さ
せ
る
の
に
、
お
お
よ
そ
半
年

が
か
か
る
そ
う
で
す
。「
出
来
上
が
っ
た
の
を

人
に
見
て
も
ら
う
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
2

人
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。「
置
い
て
お
く
だ
け

で
は
誰
も
見
て
く
れ
な
い
か
ら
ね
」
と
志
郎

さ
ん
。
作
っ
た
神
輿
を
老
人
福
祉
へ
寄
付
を

し
た
り
、
毎
年
、
古
間
の
文
化
祭
に
展
示
を

し
た
り
。
去
年
は
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の

高
齢
者
作
品
展
に
出
品
を
し
て
、
諏
訪
市
長

賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。
志
郎
さ
ん
は
作
品
を

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
を

持
ち
、
ま
た
作
品
を
通
し
て
地
域
と
つ
な
が

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
玲
子
さ
ん
は
「
お
神
輿
を
作
っ
て
生
き
が

い
に
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
一
番
で
す
よ
ね
。

健
康
に
も
い
い
し
、
嬉
し
そ
う
な
顔
を
見
る

の
が
何
よ
り
で
す
よ
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　「
最
初
は
全
く
の
素
人
。
自
分
で
も
こ
れ
だ

け
の
も
の
が
よ
く
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
今
は
こ
れ
が
生
き
が
い
で
す
ね
。

見
て
も
ら
え
ば
張
り
合
い
に
な
り
、
そ
し
て

次
も
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
で
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
志
郎
さ
ん
。

　「
楽
し
ん
で
作
っ
て
い
ま
す
」
と
言
う
高
野

さ
ん
夫
婦
の
目
は
、
い
き
い
き
と
輝
い
て
い

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
高
野
さ
ん
夫
婦
の
木
工
細
工
が
、

8
月
30
日
（土）
、
一
茶
夏
ま
つ
り
で
も
展
示
さ

れ
る
予
定
で
す
。
み
な
さ
ん
、
高
野
さ
ん
夫

妻
の
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
に
定
住
し
て
4
年
。
信
濃
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で

山だ

し車
や
神み

こ
し輿
づ
く
り
を
生
き
が
い
に
楽
し
む

趣
味
を
生
き
が
い
に

元
気
な
毎
日

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
退
職
後
に
始
め
た
、
趣

味
の
山だ

し車
、
神み

こ
し輿
、
塔
づ
く
り
。
初

め
て
12
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
元
気
な
高
野

さ
ん
夫
婦
に
、
生
き
が
い
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
想
い
や
生
き
が
い
を
持
つ
楽
し
さ
な

ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　
車
庫
を
開
け
る
と
両
端
に
は
高
野
志
郎
さ

ん
手
作
り
の
山
車
、
神
輿
、
塔
な
ど
が
飾
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
さ
と
鋲び

ょ
うや

鈴
な
ど

の
細
か
い
装
飾
に
驚
き
ま
す
。
赤
い
布
地
が

張
ら
れ
た
色
鮮
や
か
な
山
車
も
あ
り
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
退
職
後
、
老
人
施
設
で

事
務
を
し
て
い
た
と
き
で
す
。
施
設
で
夏
ま

つ
り
の
た
め
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
神
輿
を
作
る

話
し
を
聞
き
、そ
れ
な
ら
自
分
が
木
材
を
使
っ

て
神
輿
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
今
よ
り
簡
単
な
作
り
で
し
た
が
、
１
週
間

し
か
な
か
っ
た
の
で
夜
遅
く
ま
で
作
業
を
し

て
、
な
ん
と
か
間
に
合
い
ま
し
た
」
と
志
郎

さ
ん
。「
鈴
を
つ
け
た
り
ね
」
と
、
妻
の
玲
子

さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

志
郎
さ
ん
の
努
力
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
夏
ま

つ
り
は
大
盛
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
志
郎
さ

ん
は
「
み
な
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
、

じ
ゃ
あ
次
も
作
ろ
う
か
な
と
い
う
気
に
な
っ

た
」
と
笑
い
ま
す
。

　
志
郎
さ
ん
は
山
車
や
神
輿
の
設
計
図
は
作

ら
ず
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
作
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。「
写
真
を
参
考
に
し
ま
す
が
、
お
お
よ
そ

の
形
だ
け
で
細
か
い
部
分
は
分
か
ら
な
い
で

す
ね
」
と
志
郎
さ
ん
。
玲
子
さ
ん
は
「
完
成

す
る
ま
で
は
、
ど
ん
な
も
の
が
で
き
る
の
か

想
像
が
つ
か
な
い
で
す
よ
」
と
言
う
と
、「
そ

う
、
本
人
も
わ
か
ら
な
い
」
と
大
笑
い
の
志

郎
さ
ん
。
今
作
っ
て
い
る
塔
も
「
な
に
が
で

き
る
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
五
重
の
塔
に

な
っ
た
」
そ
う
で
す
。

　
題
材
は
最
初
、
大
好
き
な
京
都
の
祇
園
祭

か
ら
始
ま
り
、
次
は
高
山
祭
り
へ
と
。「
旅
行

が
私
た
ち
は
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
祇
園
祭

は
も
う
何
回
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
寺
や
塔

高野さん夫婦が今まで作成した山車、神輿、塔と手前は作成中の塔1. 現在作成中の五重塔を組み立てる志郎さん／２. 笑顔の志郎さんと玲子さん／３. 作業している 2 人の様子

2

3

1

4

4. 高山祭の山車。山車の中に入っているのがお
茶運び人形で、手作りのからくり人形です
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放熱方式 温風方式

電気、石油、ガスなどを用いた熱源により、温水や不凍液な
どを循環させたパイプやパネル、電気ヒーターなどを屋根
上及び屋根材の下に設置し、放熱により融雪する方式

温風機などで暖気を送り小屋裏を温める方式や、屋根仕上
げ材と下地材の間に温風を送り込む方式などによって融雪
する方式

まちの話題　Town Topicsまちの話題　❽ Town Topics

2014 野尻湖カップトライアスロン大会

 強靭な精神と肉体で挑むアスリートたち
Topics

長野中央警察署、長野交通安全協会、信濃町交通安全協会による合同交通指導所

 行楽期もゆとりの安全運転を心がけましょう
Topics

上信越自動車道の信濃町インターチェンジ出入り口で 7 月 20 日、

長野中央警察署、長野交通安全協会、信濃町交通安全協会が合同

で交通指導所を開設しました。これから、本格的な観光シーズンを迎え

る信濃町ですが、この日も 3 連休の中日ということで多くの車がイン

ターチェンジを出入りしていました。夏の交通安全週間、信濃町を訪れ

た観光客を対象に啓発チラシの配布などを行い、心にゆとりを持って運

転するように訴えました。

New！克雪住宅整備事業補助金

 屋根の融雪を行う克雪住宅に補助します
Topics

富士里地区を重点として、地震総合防災訓練を実施します

 万が一の時、大切な家族や地域を守るため
8 月 31日に富士里地区を重点として地震総合防災訓練を実施します。大規模災害

時での地域の防災力向上を図るための訓練です。日頃からの一人ひとりの心がけが、

万が一の時、大切な家族や地域を守ります。たくさんの方の参加をお願いします。

■日程　8 月 31日㊐　9 時～

■場所　富士里地区各会場

■内容　消防信濃町分署･ 消防団員が、消火栓や消火器の使用法、救急法などを講習

Topics

町大会・長野協会大会を勝ち抜き、第三分団が県大会に出場

 町の代表として消防団員たちが訓練成果を披露
Topics

順位 総合記録 総合記録 種目 氏名

優勝
ぽっぽ屋ファミリ－

「あずさ」
2:40:38

スイム 中沢 恵美
バイク 平林 芳一
ラン 柳原 昭治

■リレーの部

順位 選手氏名 総合記録
51 平塚 隆 3:01:16

153 渡部 高久 3:25:35
239 瀧澤 聡 4:07:52

■個人の部
順位 選手氏名 総合記録

1 萩野 貴史 2:27:01
2 藤井 雅之 2:32:45
3 菅沼 伸哉 2:35:48
1 KIZU．JO 2:56:27
2 川上 雅子 2:57:51
3 長野由美子 3:10:17

野尻湖周辺を会場に 7 月 6 日、第 25 回目となる

「2014 野尻湖カップトライアスロン・ジャパン

オープン」が開催されました。今年は天候に恵まれ、全

国各地から 376 名のアスリート達による熱い戦いが繰

り広げられました。3 年連続でデンジャラス・ノッチさ

んが参戦され、大会を一層盛り上げていただきました。

開催にあたり511名のボランティアスタッフのご協力

に心より感謝を申し上げます。

■町内選手の活躍

₃

7月13 日、小川村の小川中学校グラウンドを会場に、長野消防協会ポンプ操法大

会及び長野消防協会ラッパ吹奏大会が開催されました。町大会を勝ち抜いた２

チームとラッパ隊が出場。小型ポンプの部では第三分団が 4 位、ポンプ車の部では

第三分団が優勝、ラッパ吹奏の部ではラッパ隊が5位と、素晴らしい成績を残しました。

優勝した第三分団が出場する長野県大会は、7 月27 日に大町市で開催されています。

₂

₁雪下ろしによる負担軽減や危険防止のため、住宅の克雪化の

整備（新築、増築、改築、改良工事）に対して補助をします。

■申請できる方（以下の条件を全て満たす方）

①町内に住所があり、工事を行う住宅に居住している方

②工事を行う住宅所有者、住宅所有者の二親等以内の親族

（二親等以内の親族：祖父母、父母、子、兄弟姉妹、孫）

③工事を行う住宅の居住者全員に町税等の滞納がないこと

■対象となる住宅　申請できる方が居住する町内の住宅

※店舗などを兼ねる併用住宅の場合は、店舗などの用に供す

る部分の床面積が延べ床面積の 1/2 未満の建物に限ります

■対象となる工事費

以下の方式などにより屋根の融雪を行う工事に要する費用

■補助率・限度額

補助対象工事費の 20％を補助（補助限度額 60 万円）

※募集は先着順とし予算の範囲内での補助となります。

問建設水道課 建設係  ☎（255）5922

全面融雪ヒーター 軒先だけでも可能 小屋裏を温める方式
屋根面と下地材の
間を温める方式

順位 チーム名
１ 信濃町消防団  第三分団

■ポンプ車操法の部結果
順位 チーム名
4 信濃町消防団  第三分団

■小型ポンプ操法の部結果

順位 チーム名
5 信濃町消防団  ラッパ隊

■ラッパ吹奏の部
₁ ポンプ車操法で見事優勝した第三
分団 /₂ 機敏な動きで火点へホース
を延長 /₃7 年ぶりに出場のラッパ隊
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東京音楽大学シンフォニーオーケストラ100 名と信濃小中学校吹奏楽部が共演

第 4 回 癒しの森コンサート
2014 年 9 月7日（日）　会場：信濃町総合体育館

開場：13 時 00 分　開演：13 時 30 分

【お申し込み・お問い合わせ先】〒 389-1392　長野県上水内郡信濃町大字柏原４２８- ２
産業観光課 癒しの森・企業誘致係  ☎（255）5925

  ■ 事前申し込みが必要です

必要事項をご記入の上「往復はがき」にて下記の宛先までお申し込みください。
返信はがきに整理券を印刷して返送します。（役場窓口での直接申込もお受けします）
＜必要事項＞郵便番号／住所／氏名／電話番号／来場方法／人数（1 申込最大 5 名）
※申込み期限：9 月 3 日水着分まで（期限前に整理券配布を終了する場合があります）

【来場方法】旧古間支館、地域交流施設（古間支館）、信濃町役場が駐車場となります。
地域交流施設（古間支館）、信濃町役場からは送迎シャトルバスが運行します。 入 場 無 料

スリッパなど上履きを
お持ちください

指揮：川瀬賢太郎

  ■ 演　題

信濃小中学校吹奏楽部 with 東京音楽大学シンフォニーオーケストラ
Ⅰ：高橋宏樹/ 勇気のトビラ       Ⅱ：J. スウェアリンジェン/  MAKE A JOYFUL NOISE!

東京音楽大学シンフォニーオーケストラ
Ⅲ：J. ブラームス / 大学祝典序曲 作品 81　Ⅳ：R. シュトラウス/ 交響詩「英雄の生涯」作品 40

Ⓒ井村重人

黒姫童話館・一茶記念館・野尻湖ナウマンゾウ博物館

 夏を楽しもう！ 3 館夏のイベント 2014

猫や犬たちと一茶の句がコラボレーション！

企画展「猫と犬と一茶」　
■日程：～ 9 月 28 日日

一茶は生涯に約 2 万句もの俳句を残しています。そのうち生きものを題材にした句が有名で、猫の句
は 330 作品、犬の句は 280 作品あります。
　昨年、好評いただいた「猫と一茶」に続き、今年は「猫と犬と一茶」にパワーアップしました。猫と犬
の写真に一茶の句を組合せて展示します。写真を撮った方の愛情が写真を通して感じられ、一茶の句
から人の暮らしがわかり、ともに楽しんでいただけます。

特別企画展  『いーとんの大冒険』から『こびとづかん』まで

なばたとしたか絵本原画展
■場所：童話の森ギャラリー　■日程：～ 9 月 28 日日

展示内容　こびとづかんなどの絵本原画やフィギュアなど、見ごたえあ
る約100 点を展示
期間中のイベント　☆なばたとしたかさん来場！サイン会（8 月 9 日土、
先着 80 名、当日書籍購入者）／☆童話の森でこびとを探そう！（8 月
の毎日曜日、先着 100 名、森のなかを駆け回ろう）など

黒姫童話館 TEL255-2250　FAX255-2261
http://www.avis.ne.jp/~dowakan

一茶記念館 TEL255-3741　FAX255-5505
http://www.issakinenkan.com/

第 29 回特別展

「長野県のステゴドン －アケボノゾウとミエゾウ－ 」
■日程：～ 11 月 30 日日

長野県にはナウマンゾウのほかにステゴドンという、たいへん貴重なゾウの化石が
産出しています。ステゴドンとナウマンゾウとを比較し、長野県がゾウ化石の宝庫で
あることを実感してください。

「博物館ミニ講座」  ■日程：8 月 8 日金～ 17 日日　毎日13:00 ～ 15:00

■内容　昆虫化石さがし 8，12，14 日／アジアゾウの骨をしらべよう15，17 日／
火山灰の鉱物しらべ 11，13 日／石器づくり9，10，16 日

野尻湖ナウマンゾウ博物館 TEL258-2090　FAX258-3551
http://www.avis.ne.jp/~nojiriko/

【今年の夏もイベント盛りだくさん！】　　　　　　　  下記イベント開始は11：00 ／ 13:00 ／ 15:00 の 3 回

8 月 13 日水
映像と語りでつづる「信濃の伝説」

8 月 14 日木・15 日金
モコ＆シドロモドロフ「おもしろ・おは
なしマイム」※童話館初登場！

8 月 16 日土
くるま座小劇場「回り舞台・黒姫民話」

※なばたとしたか絵本原画展会期中は童話館

およびギャラリー共通券のみの販売になります。

『こびとづかん』より　ⓒ Toshitaka Nabata

初秋恒例のイベントになりつつある、「癒しの森コンサート」が 9 月7日（日）に開催されます。
このコンサートは心豊かで活力ある地域社会の実現を主目的のひとつとして入場無料にて開催されます。
海外でも延べ３０都市以上で公演を行っている、東京音楽大学シンフォニーオーケストラ１００名をお迎えするとともに、
東京音楽大学教授・講師陣からの指導を受けた信濃小中学校吹奏楽部による共演が行われます。

【Web】　癒しの森コンサート　 検索

ⒸHikaru ☆
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■
対
象
者　

20
歳
～
39
歳
の
方
／
40
歳

～
74
歳
で
国
保
加
入
の
方
／
75
歳
以
上

■
受
診
料　
基
本 

１
，
０
０
０
円

■
検
査
内
容　

身
体
測
定
・
血
圧
・
血

液
検
査
・
尿
検
査
・
問
診
・
診
察

■
申
込
期
限　

各
受
診
日
前
日
ま
で

■
日
程
と
会
場
　

9
月
4
日
木
・
5
日
金
　
古
間
支
館

9
月
11
日
木
　
古
海
集
会
所

9
月
12
日
金
　
総
合
会
館

■
受
付
時
間　

8
時
30
分
～
11
時
／
13

時
30
分
～
15
時（
古
海
集
会
所
の
み
午
後
）

　
旧
小
学
校
で
使
用
し
て
い
た
不
用
物

品
等
を
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

　
主
な
物
品
と
し
て
椅
子
や
机
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
入
札
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
入
札
参
加
申
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
掲
載
予
定
日
　
８
月
８
日
金
～

Town Information町からのお知らせ8 Aug

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
力
を
求
め
て
い
ま
す

平
成
27
年
度
信
濃
町
新
規
採
用
職
員
を
募
集

採用

信
濃
町
立
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す

病院

　
信
濃
町
立
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会

で
は
昨
年
11
月
に
発
足
し
て
以
来
、
町

立
病
院
の
あ
り
方
に
関
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
検
討
委
員
会
で
は
町
民

の
み
な
さ
ま
の
考
え
や
意
見
を
お
聞
き

す
る
た
め
、「
病
院
の
あ
り
方
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
、
今
後

の
答
申
策
定
に
む
け
て
、
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

み
な
さ
ま
の
中
か
ら
年
代
別
に
無
作
為

抽
出
し
た
３
，
０
０
０
名
を
対
象
に
８

月
中
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
で
は
平
成
27
年
４
月
採
用
予
定
の
、
行
政
事
務
職
、
保
育
士
及
び
理
学
療
法

士
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。「
熱
意
」
を
持
っ
た
人
材
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町
立
病
院
の
あ
り
方
に
関
し
、
町
民
の
皆
様
の
お
考
え
を
お
聞
き
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

８
月
８
日
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

公
有
財
産
売
却
の
お
知
ら
せ

売却

臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

臨
時
給
付
金
の
申
請
書
を
受
付
し
て
い
ま
す

申請

町
で
は
、
次
の
内
容
で
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
ま
だ
お
申
込
み
可
能
で
す
の
で
、

年
に
1
度
の
町
の
健
診
を
、
健
康
づ
く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

毎
日
を
健
康
に
暮
ら
す
た
め
に

基
本
健
診
の
お
申
込
み
は
お
済
み
で
す
か
？

健診

臨
時
福
祉
給
付
金

■
申
請
方
法

　
対
象
と
な
る
方
に
は
７
月
上
旬
に
申

請
書
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。

　
①
申
請
書
へ
必
要
事
項
の
記
入
と

押
印
を
し
て
い
た
だ
き
、
②
添
付
書
類

と
し
て
口
座
番
号
等
が
わ
か
る
部
分
の

預
金
通
帳
か
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写

し
と
、
③
本
人
確
認
の
で
き
る
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
の
写
し
を
一
緒
に
、
④
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
い
た
だ

く
か
、
役
場
福
祉
係
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

■
受
付
期
間
　
10
月
８
日
水
ま
で

■
支
給(

不
支
給)

の
決
定
に
つ
い
て

　
申
請
を
受
け
た
後
、
平
成
25
年
度
中

の
所
得
等
受
給
資
格
な
ど
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
、
支
給
ま
た
は
不
支
給
の
決
定

を
し
ま
す
。
支
給
が
決
定
さ
れ
た
方
に

対
し
て
、
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
を
し

ま
す
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

■
申
請
に
つ
い
て

　
対
象
と
な
る
方
に
は
７
月
上
旬
に
申

請
書
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。

　
①
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
押

印
の
う
え
、
②
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

郵
送
し
て
い
た
だ
く
か
、
役
場
福
祉
係
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
の
振
込
口
座
と
異
な
る
口

座
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
預
金
通
帳
の

写
し
と
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
10
月
８
日
水
ま
で

※
公
務
員
の
方
は
申
請
書
と
職
場
よ
り

発
行
さ
れ
た
児
童
手
当
受
給
状
況
証
明

書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
支
給(

不
支
給)

の
決
定
に
つ
い
て

　
申
請
を
受
け
た
後
、
児
童
手
当
の
受

給
状
況
、
所
得
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の

受
給
資
格
な
ど
審
査
を
行
い
、
支
給
ま

た
は
不
支
給
の
決
定
を
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
書
の
受
付
を

始
め
て
い
ま
す
。

■
採
用
予
定
職
種

◎
行
政
事
務
（
中
級
・
初
級
）　
若
干
名

◎
保
育
士
（
中
級
）　
　
　
　   

若
干
名

◎
理
学
療
法
士 

　
　
　
　

2
　
名

■
受
験
資
格

◎
中
級
行
政　

・
短
大
卒
業
以
上
又
は
平
成
27
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者

・
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
7
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

◎
初
級
行
政

・
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
平
成
27
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

・
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
9
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

◎
保
育
士

・
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
、
ま
た
は
平

成
27
年
春
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
の
者

・
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
7
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

◎
理
学
療
法
士

・
理
学
療
法
士
の
資
格
を
有
す
る
、
又
は

平
成
27
年
春
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
の
者

・
平
成
元
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

◎
各
職
種
共
通

・
平
成
27
年
4
月
１
日
以
降
、
信
濃
町
に

住
所
を
有
す
る
か
通
勤
可
能
な
者

・
地
方
公
務
員
法
に
規
定
す
る
欠
格
条
項

に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

（
成
年
被
後
見
人
又
は
被
補
佐
人
、
現
に
禁

錮
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
者
等
）

■
採
用
試
験

【
一
次
試
験
】

◎
行
政
・
保
育
士
　
９
月
21
日
日
／
信

濃
町
役
場
／
教
養
試
験・
専
門
試
験
（
保

育
士
の
み
）・
適
性
検
査

◎
理
学
療
法
士
　

8
月
25
日
月
～
8
月

29
日
金
の
期
間
内
の
一
日
／
信
越
病
院

／
実
技
試
験

【
二
次
試
験
】

◎
日
程
は
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知

◎
口
述
試
験
／
面
接
／
身
体
検
査

■
最
終
合
格
者
の
決
定
及
び
発
表

　
一･

二
次
試
験
及
び
身
体
検
査
の
結
果

に
基
づ
き
決
定
し
、
平
成
26
年
12
月
初

旬
ま
で
に
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
～
８
月
21
日
木
（
必
着
）

◎
受
験
手
続
き
・
必
要
書
類
な
ど
、
詳

細
に
つ
い
て
は
総
務
課
庶
務
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課 

庶
務
係
☎（
２
５
５
）３
１
４
３

問
信
越
病
院 

総
務
係
☎
（
２
５
５
）
３
１
０
０

町
の
公
有
財
産
で
旧
小
学
校
で
使
用
し
て
い
た
椅
子
や
机
な
ど
を
売
却
し
ま
す
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
内
容
を
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課 

財
政
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
０

問
住
民
福
祉
課 

保
健
予
防
係
☎（
２
５
５
）３
１
１
２

問
住
民
福
祉
課 

福
祉
係
☎
（
２
５
５
）
１
１
７
９

手
続
き
に
つ
い
て
ご
不
明
な
方
は
、
申
請
書
・
印
鑑
・
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
・
本
人
確
認
の
で
き
る
免
許
証
・
保
険
証
等
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
役
場
住
民

福
祉
課
福
祉
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
5
年
間
の
「
第
5

次
長
期
振
興
計
画
後
期
計
画
」
の
策
定

に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご

要
望
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
無
作
為
に
抽
出

し
た
２
，
５
０
０
名
の
町
民
の
み
な
さ
ま

と
し
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
は

7
月
下
旬
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
集
計
後
に
計
画
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

　
調
査
対
象
に
該
当
し
た
み
な
さ
ま
に

は
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
計
画
の
策

定
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
回
答
期
限
　

8
月
8
日
金
ま
で

「
第
５
次
長
期
振
興
計
画
後
期
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

長
期
振
興
計
画
後
期
計
画
を
策
定
す
る
た
め

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

計画

問
総
務
課 

ま
ち
づ
く
り
企
画
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
０

信濃町役場 ☎ 255-3111　http://www.town.shinanomachi.nagano.jp/
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【
Ｂ
Ｉ
Ｇ
】

　
陳
列
棚
の
奥
に
あ
る
品
物
を
、
お
客
様

が
と
り
や
す
い
よ
う
に
前
に
出
し
た
り
、

品
物
が
入
っ
て
い
た
段
ボ
ー
ル
を
片
付
け

た
り
と
い
っ
た
仕
事
を
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
仕
事
を
工
夫

し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
フ
ァ
ー
ム
か
ず
と
】

　こち
ら
も
信
濃
町
特
有
の
職
場
で
す
。

暑
い
中
、
汗
を
流
し
な
が
ら
仕
事
に
取
り

組
む
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

【
黒
姫
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
ホ
テ
ル
】

　
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
や
館
内
の
清
掃
を

体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
さ
な

ゴ
ミ
で
も
見
逃
さ
ず
、
も
く
も
く
と
仕
事

に
打
ち
込
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
く
ろ
ひ
め
は
り
き
ゅ
う
治
療
院
】

　
体
の
仕
組
み
を
学
習
し
た
り
、
実
際
の

治
療
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

熱
心
に
説
明
を
聞
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

【
富
士
里
保
育
園
】

　
元
気
な
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
子
ど

も
た
ち
の

命
を
預
か

る
責
任

の
重
さ
を

強
く
感
じ

た
よ
う
で

す
。
体
験

最
終
日
に

は
、
園
児

や
職
員
全

員
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
用
意

し
、
感
動
的
な

別
れ
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

【
お
お
さ
わ
製
菓
】

　
試
食
品
の
切
り
分
け
や
、店
内
の
清
掃
、

簡
単
な
お

菓
子
作
り

の
体
験
を

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。
お

客
様
に

お
茶
を
提

供
す
る
な

ど
接
客
は

少
々
手
こ

ず
っ
て
い

た
よ
う
で

す
が
、
日

を
重
ね
る

に
つ
れ
、

堂
々
と
し

た
顔
つ
き

に
な
り
ま

し
た
。

【
Ｊ
Ｒ
黒
姫
駅
】

　
列
車
の
到
着
を
知
ら
せ
る
放
送
を
流
し

た
り
、到
着
し
た
お
客
様
を
迎
え
た
り
と
、

普
段
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。
２

日
目
、
３

日
目
に
な

る
と
進
ん

で
仕
事
を

行
え
る
よ

う
に
な
り

ま
し
た
。

ポ
ー
ズ
を

決
め
て

す
っ
か
り

駅
員
さ

ん
！

昨日よりも商品を前に出す仕事がよくで
きました。でもお客様に「〇〇はどこ？」
と聞かれたときに、すぐに答えられませ
んでした。だから明日は売っている場所
を覚えていきたいと思います。

〈事業所の方より〉
今は家では農作業をする機会も少な
いようです。大いにこういう機会を生
かしていただきたいと思います。

はなやかに見えるが、掃除する人の苦
労が分かりました。気持ちよくお客様を
迎えるためには、端からは見えない努力
がありました。最初はできなかったことも、
できるようになると楽しく取り組めました。

「お金のためではなく、お客様の『治った』
という声をきくのがうれしいので働いてい
る」とおっしゃっていました。お客様への
サービス精神が大切なのだと感じました。

６
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で

の
３
日
間
、
地

元
信
濃
町
を
は
じ
め
多
く
の
事
業
所
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
の
体
験
学
習
に
あ
た
り
、
各
事
業
所

の
皆
様
に
は
、快
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

体
験
学
習
に
向
け
、
子
ど
も
た
ち
は
「
働

く
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
」
を
テ
ー

マ
に
学
習
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

中
央
タ
ク
シ
ー
の
宇
都
宮
恒
久
様
に
「
お

客
様
の
た
め
に
働
く
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
職

業
適
性
検
査
」
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
適

性
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
少
し
ず
つ

具
体
的
な
将
来
の
夢
や
希
望
を
思
い
描
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

職
場
体
験
学
習
は
、
１
事
業
所
に
１
～
３

人
と
少
人
数
で
臨
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一

人
一
人
が
「
責
任
を
持
っ
て
働
く
」
と
い
う

こ
と
を
意
識
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、
職
員
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち

が
事
前
に
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
と
り
、
直

接
事
業
所
に
伺
っ
て
持
ち
物
や
日
程
を
確
認

す
る
な
ど
、
自
分
の
力
で
体
験
活
動
の
準
備

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

体
験
当
日
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

職
員
も
緊
張
の
本
番
で
し
た
。
夕
方
に
な
る

と
、
学
校
に
は
帰
宅
を
知
ら
せ
る
電
話
が

次
々
と
か
か
っ
て
き
ま
す
。「
と
っ
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
」
と
い
う
声
と
同
時
に
、「
疲

れ
た
」「
大
変
だ
っ
た
」
と
い
う
報
告
が
入

り
ま
し
た
。「
働
く
」
こ
と
の
「
喜
び
」
を

感
じ
る
と
同
時
に
、「
働
く
」
こ
と
の
「
大

変
さ
」
を
学
習
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
貴
重
な
体
験
学
習
を
も
と
に
、
今

後
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
、10
月
の「
立

志
式
」に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
来
年
度
は
い
よ
い
よ
９
年
生
。
自

分
の
進
路
を
自
分
で
考
え
、
自
分
で
選
択
す

る
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
下
、
い
く
つ
か
の
事
業
所
の
様
子
を
子

ど
も
た
ち
の
感
想
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

【
城
山
動
物
園
】

　
掃
除
や
排
泄
物
の
処
理
、
食
事
の
用
意
な

ど
、
動
物
に
関
わ
る
様
々
な
仕
事
を
体
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
命
を
預
か
る
責
任

の
重
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

【
ア
フ
ァ
ン
の
森
】

　
木
の
伐
採
や
、
外
来
種
の
駆
除
な
ど
、
森

を
守
る
仕
事
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。自
然
豊
か
な
信
濃
町
特
有
の
仕
事
で
す
。

【
樹
林
】　

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
ご
ゆ
っ
く
り
ど

う
ぞ
」
丁
寧
な
言
葉
遣
い
を
心
が
け
て
い
ま

し
た
。水
の
量
を
気
に
し
て
声
を
か
け
た
り
、

食
器
の
片
付
け
を
工
夫
し
た
り
と
、
接
客
業

の
神
髄
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

８学年　職場体験学習―１４歳の挑戦―

ヤクシカ、サル、クジャクの世話をしました。ヤクシカの
掃除は、ゴミや糞を水できれいに洗い流します。教えてく
ださった職員さんは、とても早くきれいにできていていま
した。

木を伐採する仕事をしました。枝が他の
木に当たって成長できなくなってしまわな
いように木を切ります。…アファンの森で
は、ただ森を手入れして終わりなのではな
く、「評価は生き物に聞く」ということを大
切にしているそうです。

〈お店の方より〉
電話連絡や打ち合わせ、接客と二人と
も緊張の連続で、とてもいい社会勉強に
なったのではないでしょうか。中学生にも
かかわらず堂 と々接客ができていました。
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Photo news
身近な出来事をお届け

※掲載された写真のデータをご希望の方は、記録媒体（CD-R／USBメモリなど）をご持参のうえ、総務課庶務係広報担当まで。（ただし、ご本人に限ります）

陸上競技で信濃小中学校の生徒6名が第41回全日本

中学校陸上競技選手権大会への出場を決めました。7月

22日、全国大会に出場する選手5人が、松木町長を訪問

しました。全国大会は、8月17日～ 20日にかけて香

川県丸亀市で行われます。出場する選手は200m個人・

400m個人と400mリレーに小
こい で

出郁
ふ み や

弥さん（9年生）、

400mリレーに中
なかやま

山陸
りく

さん（9年生）、柳
やなぎさわ

澤啓
け い と

斗さん（8

年生）、土
つち や

屋息
いぶ き

吹さん（9年生）、補欠の佐
さと う

藤謙
けん

さん（9年

生）、高
たかぎ

木翔
しょう

（9年生）です。

信濃町の名を胸に全国に挑む
全国中学校陸上競技大会に 6 名が出場

モントレイル黒姫トレイルランニングレースが6月28

日、黒姫高原で開催されました。36キロのロングコース、

13キロのショートコースなどが用意され、約1000人の

ランナーが全国各地から参加しました。36kmコースは

コスモプラザをスタート、林道を走り抜け笹ヶ峰牧場を折

り返すコース。参加したランナーの皆さんは黒姫高原の

自然を満喫しながらレースを楽しんでいました。

大自然の中を駆け抜ける
モントレイル黒姫トレイルランニングレース

人権擁護委員が6月 27日、富士里保育園を訪れ、紙芝

居による人権学習を行いました。人権のキャラクラー人

形の「人 KENまもる君・人 KENあゆみちゃん」も参加。

園児の皆さんは楽しみながらも集中して聞き入っていま

した。人権学習は人権啓発活動の一環として、紙芝居を

通して子ども達に「友達とのかかわりの大切さ」を身に

付けて欲しいと願い実施しています。

紙芝居で楽しみながら人権学習
人権擁護委員の保育園訪問

生涯学習フェスティバルが6月28日、総合会館で開催さ

れました。生涯学習フェスティバルは地域から差別をなく

すことを目的に行われています。今年は「いじめ問題」に対

する講演を開催。講師の登天ポール氏はいじめ問題解決に

向けて言葉や理屈ではなく、歌や踊りのパフォーマンスで

いじめ撲滅を訴える人権教育エンターテイナーです。「い

じめ撲滅」「自殺反対」を訴えながら全国行脚の活動につい

て話し、ときおり歌や踊りのパフォーマンスを交えて、いじ

め問題解決に向けて行動する重要性を訴えました。

パフォーマンスで「いじめ撲滅」
生涯学習フェスティバル

◉ フォトニュース ◉今 事来出の月

富士里保育園の年長児さんが7月22日、平岡地区の

「KAWASAUブルーベリー園」でブルーベリー狩りを楽

しみました。町内のブルーベリー農家の団体、信濃町ブ

ルーベリー栽培研究会が園児たちに摘み取りを体験して

もらおうと企画。信濃町の特産ブルーベリーは、まさに

この時期が収穫期。深紫色に熟した大粒の実が、鈴なり

に実っています。園児たちはブルーベリーを、摘み取っ

てはほお張り、楽しい体験をしました。

旬のブルーベリーを味わう
富士里保育園の年長児がブルーベリー狩り

町内の保育園では、7月 1日に一斉にプール開きとな

り、毎日園児たちがプールで元気いっぱいに水遊びをし

ています。7月 2日に野尻保育園を訪れると、1日は低

温でプールに入れなかったため、園児たちは今年初めて

のプール遊びでした。園児たちはプールの中で、首まで

浸かって移動したり水を掛け合ったりして、「プール楽

しいね！」と、気持ちよさそうに遊んでいました。

プールは楽しいね！
町内４保育園でプール開き

東日本大震災などの支援に取り組んでいる町

内有志の団体、「災害支援信濃町連絡会」の主

催で、6月22日、総合会館で「災害復興支援

チャリティーコンサート」が開催されました。

被災地の石巻での活動報告をした後、ソロや

アンサンブルによる演奏が行われました。コ

ンサート後半には、会場の全ての人が「花は咲

く」「ふるさと」を歌い拍手喝采。会場全体が

1つになり被災地の復興を願いました。

復興への願いを奏でる
災害復興支援チャリティーコンサート

手拍子をしながら会場みんなで合唱

左から松木町長、小出さん、中山さん、柳澤さん、土屋さん、佐藤さん、
小林先生、静谷教育長

SHINANO  2014.8.1 12SHINANO  2014.8.113



原
子
力
発
電
所
事
故
の
放
射
線
量

汚
染
対
応
に
端
を
発
し
た
農
産
物

に
対
す
る
風
聞
被
害
で
は
、関
係

機
関
と
の
連
携
対
応
に
強
力
な

リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、第
十
九
代

に
引
き
続
き
農
地
の
全
筆
調
査
を

精
力
的
に
進
め
て
い
た
だ
き
一
定

の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
現
在
、農
業
を
取
り
巻
く
私
た

ち
農
業
者
に
大
き
く
影
響
す
る
も

の
と
し
て
は
三
点
ほ
ど
挙
げ
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　
一
点
目
と
し
て
は「
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ 

協
定
」=

Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
あ
り
ま
す
。
第
二
十
代
農

業
委
員
会
で
は
問
題
点
を
指
摘
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、全
体
像
が

示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。
国
会
決
議
を
順
守
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。

　
二
点
目
と
し
て
は
四
十
五
年
に

始
ま
っ
た
減
反
政
策
が
平
成
三
十

年
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
政
策
的
に
は
都
道
府
県
ご
と

に「
農
地
中
間
管
理
機
構
」を
創
設

す
る
、「
経
営
所
得
安
定
対
策
」を

見
直
す
、水
田
フ
ル
活
用
と
米
政

策
」を
見
直
す
、「
日
本
型
直
接
支

払
制
度
」を
創
設
す
る
、こ
と
に
あ

り
ま
す
。
新
政
策
は
小
規
模
農
家

の
切
り
捨
て
に
つ
な
が
り
、遊
休

荒
廃
地
を
増
や
す
こ
と
に
繋
が
ら

な
い
か
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
三
点
目
と
し
て
は
去
る
五
月
八

日
に「
日
本
創
生
会
議
」
人
口
分

科
会
が
、二
千
四
十
年
の
国
内
人

口
を
独
自
に
推
計
し
た
結
果
、全

国
で
八
九
六
の
市
区
町
村
が
人
口

減
少
に
よ
る
消
滅
の
可
能
性
が
あ

る「
消
滅
可
能
性
都
市
」だ
と
発
表

し
、本
信
濃
町
は
四
千
七
百
人
台

の
推
計
値
を
示
し
ま
し
た
。
少
子

高
齢
化
と
相
俟
っ
て「
限
界
集
落
」

が
消
滅
す
る
由
由
し
き
事
態
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、規
制
改
革

会
議
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
指

摘
で
明
ら
か
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
農
業
委
員
会
の
上
部
組
織
の

都
道
府
県
会
議
と
全
国
農
業
会
議

所
の
業
務
縮
小
を
進
め
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
し
、農
業
協
同
組

合
の
組
織
も
改
め
る
と
の
報
道
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
農
業
政
策
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を
作
成

す
る
こ
と
が
各
地
域
で
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
是
非

と
も
行
政
の
人
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
い
た
だ
き
不
断
に
進
め
る
こ
と

に
よ
り
遊
休
農
地
発
生
を
抑
制
し
、

環
境
保
全
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
考
え
ま
す
。

　
第
二
十
一
代
農
業
委
員
会
は
去

る
四
月
十
四
日
に
松
木
町
長
か
ら

招
集
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
上
で

農
業
委
員
会
長
と
会
長
代
理
を
互

選
す
る
よ
う
に
指
示
が
あ
り
ま
し

た
。

　
推
薦
に
よ
り
私
が
会
長
に
就
任

す
る
よ
う
決
定
が
あ
り
ま
し
た
。

私
事
に
な
り
ま
す
が
、私
は
退
職
後

に
農
業
を
専
業
と
い
た
し
ま
し
た

の
で
、知
己
の
方
々
も
わ
ず
か
で
お

見
知
り
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
多

く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
心

の
中
で
は
私
達
仲
間
が
目
指
す
集

落
営
農
の
た
め
の
農
事
組
合
法
人

の
経
営
で
持
ち
合
わ
す
時
間
の
猶

予
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
、私
自
身
が
農
業
業
務
の
経
験
が

浅
薄
僅
少
な
こ
と
か
ら
忸
怩
た
る

思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、公
選
の
農
業
委
員
の
中
で

は
二
期
目
で
あ
る
の
は
私
だ
け
で

あ
る
こ
と
に
深
く
思
い
を
致
し
浅

学
非
才
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
平
成

二
十
六
年
度
か
ら
会
長
を
お
引
き

受
け
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
は
、地
方
自
治
法
第

百
八
十
条
の
五
に
基
づ
き
政
治
的

中
立
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、長

の
指
揮
監
督
を
受
け
な
い
組
織
と

し
て
設
置
さ
れ
、行
政
の
公
正
さ
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
多

元
主
義
を
目
的
と
し
た
行
政
委
員

会
で
す
。
農
業
委
員
会
の
所
掌
事

務
は「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
」第
六
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と

お
り
農
地
の
権
利
移
動
に
か
る
許

認
可
等
の
農
地
に
関
わ
る
も
の
と

農
地
に
関
連
す
る
資
金
や
税
制
な

ど
の
必
要
業
務
と
任
意
業
務
さ
ら

に
建
議
や
諮
問
に
対
す
る
答
申
の

業
務
が
あ
り
ま
す
。

　
案
件
で
遡
及
し
て
承
知
す
べ
き

事
項
等
に
つ
い
て
は
、先
輩
諸
氏
並

び
に
関
係
諸
機
関
か
ら
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
頂
戴
し
務
め
て
行
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
長
代
理
に
は
永
原
邦
德
氏
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
二
十
代
農
業
委
員
会
か
ら
引

き
継
ぎ
を
受
け
る
に
あ
た
り
、第

二
十
代
の
常
田
公
雄
会
長
の
三
年

間
の
卓
越
し
た
指
導
力
と
先
見
性

に
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
常
田
会
長
に
は
、
三
・

一
一
東
日
本
大
震
災
の
福
島
第
一

信濃町　 農業者の代表として、地域の農業を守り、育てる

農業委員会だより 第45号

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

農
業
委
員
会
長  

須
藤 

照
雄

席順 氏名 集落 担当地区 所属部会

会長 須藤　照雄 古海 6 古海 3(小加屋 )、4～ 5(仲陣 )、6(毛見 )、菅川

代理 永原　邦德 中島 辻屋、中島、宮ノ腰、落影

1 徳脇　準一 山桑 六月、山桑、駒爪、黒姫保健休養地、高沢 農政部会

2 池田　富幸 野尻 5 野尻1～ 2(上町 )、3～4(仲町 )、5～ 6(新町 )、
7(上町 )、本道、土橋、赤川 農地部会

3 須坂　昭雄 熊坂 古海1～ 2(滝屋 )、熊坂、柄山 振興部会

4 石川　清孝 仁之倉 2 仁之倉1～ 6 農政副部長

5 羽入田　正信 町 8－2 町 1～3(新町 )、4～ 6(仲町 )、7～ 9(上町 )、
16( 緑ヶ丘 )、18(小丸山 ) 振興部会

6 德武　 清 赤渋 赤渋、瑞穂、長水、黒姫 農地副部長

7 宮尾　花子 熊倉 熊倉、町19( 大久保 )、大平、貫の木 振興部会

8 小林　輝吉 落合 原、落合 振興副部長

9 外谷　延則 中村 中村、御料 農地部会

10 外谷　孝司 富が原 北信、富が原、板橋 農地部会

11 小林　惠子 柴津東 柴津西・東、荒瀬原上・下 農政部会

12 櫻井　博一 南町 舟岳上・下、戸草、東町、南町 農地部会

13 羽入田　貞夫 荒瀬原上 水穴、針ノ木、諏訪の原 (美野里 )、　吹野 農地部長

14 大澤　和明 仲町 甲上町、上町、仲町、南仲町、旭町、多町、小古間 振興部長

15 出川　善治 仁之倉 3 町10 ～11( 旭町 )、12～14(停車場)、15(花咲町 )、
17(中島町 ) 農政部会

16 原山　美基夫 落合 石橋、稲附、高山（霊仙寺） 農政部長

第21代信濃町農業委員会委員名簿（H26．4．1～H２９．3・31）
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全
体
テ
ー
マ
「
健
康
、
長
寿
を
支

え
る
信
州
の
食
を
考
え
る
」シ
ポ
ジ
ス
ト
、

玉
村
豊
男
さ
ん
、
牧
野
飯
田
市
長
、

横
山
タ
カ
子
さ
ん
、
太
田
奈
穂
さ
ん

方
々
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
特
に
郷

土
料
理
研
究
家
、
横
山
タ
カ
子
さ
ん

は
「
旬
に
取
れ
た
物
は
旬
の
時
食
す

る
こ
と
が
よ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
伝
統
野
菜
は
七
十
種
類
も
あ

る
そ
う
で
す
。
旬
の
も
の
を
塩
漬
け

に
し
、
後
に
利
用
す
る
こ
と
が
よ
く
、

そ
の
中
に
信
濃
町
「
氷
そ
ば
」
の
話

も
あ
り
ま
し
た
。
長
野
県
民
は
食
べ

合
わ
せ
が
上
手
で
あ
り
、
発
酵
食
品

（
み
そ
、
醤
油
）
な
ど
を
使
っ
た
食
べ

物
が
多
い
で
す
。味
噌
汁
は
野
菜
沢
山
、

き
の
こ
、
わ
か
め
と
具
を
い
っ
ぱ
い
入

れ
て
食
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
飯
田
市
長
か
ら
は
市
の
目
標
と
し
て
、

朝
食
夕
食
は
家
族
と
食
べ
る
共
食
の

回
数
を
増
し
た
こ
と
や
、
よ
く
噛
ん

で
味
わ
っ
て
食
べ
る
工
夫
を
す
る
話

し
を
聞
き
ま
し
た
。

　
白
澤
卓
二
さ
ん
（
順
天
堂
大
学
院

研
究
科
、
加
齢
制
御
医
学
講
座
教
授
）

は
、
長
野
県
の
病
院
、
飯
山
日
赤
、

県
立
須
坂
病
院
で
診
療
を
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
高
山
村
の
長
寿
に
つ

い
て
の
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
山
村
で
は
、
果
実
を
多
く
作
っ

て
お
り
、り
ん
ご
、ぶ
ど
う
が
特
産
で
、

温
泉
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
り
ん
ご
、

ぶ
ど
う
の
中
に
含
ま
れ
る
幹
細
胞
で

あ
る
テ
ロ
メ
リ
ア
が
果
物
中
に
多
く

あ
り
、
ア
ン
チ
エ
ー
ジ
ン
グ
の
里
を
目

指
し
て
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
食
生
活
改
善
の
指
導
も
熱

心
な
こ
と
も
あ
り
、
長
寿
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
自
分
で
食
す
る
物
を
す
べ
て
作
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
安
全
で
、

安
心
な
食
べ
物
を
作
り
、
こ
れ
か
ら

は
「
健
康
で
長
生
き
」
へ
と
、
食
育

推
進
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

で
す
。

　
農
地
部
会
で
は
部
会
長
と
い
う

大
変
な
重
責
を
仰
せ
つ
か
り
責
任

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
非

常
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

米
の
減
反
政
策
の
見
直
し
、
ま
た
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
中
央
の
レ
ベ
ル

で
協
議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
我
々

も
慎
重
に
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
当
町
の
農
業
も
担
い
手
不
足
か
ら

あ
ち
こ
ち
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
以
上
耕
作
放
棄

地
を
出
さ
な
い
た
め
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
若
い
人
た
ち
と
話
し
合
っ
て
、

安
心
安
全
の
食
糧
の
生
産
に
務
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
思

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
農
政
部
会
長
】　

原
山 

美
基
夫

　
最
近
我
々
が
、
目
に
し
た
り
・
聞

い
た
り
す
る
こ
と
の
多
い
も
の
に
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認・Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
連
携
協
定
）
等
多
く
あ
る
中

で
ま
た
新
た
に
、
規
制
改
革
会
議
農

業
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、「
農
業

改
革
に
関
す
る
意
見
」
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。こ
の
中
に
は
、農
業
委
員
会
、

農
業
生
産
法
人
、
Ｊ
Ａ
の
在
り
方
の

見
直
し
を
提
言
し
て
お
り
、
農
業
委

員
会
に
つ
い
て
は
、公
選
制
の
廃
止
や
、

都
道
府
県
農
業
会
議
等
の
廃
止
、
農

地
の
権
利
移
動
の
届
け
出
制
へ
の
移

行
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
、
農
業
委
員

会
組
織
の
解
体
を
図
ろ
う
と
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
我
々
は
農
業
者
の

皆
様
に
適
格
な
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
、

関
係
各
機
関
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
振
興
部
会
長
】　大澤 

和
明

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
皆
さ
ん
ご
承
知
だ

と
思
い
ま
す
が
、
同
様
に
危
惧
す
る

の
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
で
す
。

全
国
の
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
は

新
聞
等
に
よ
る
と
六
十
六
歳
だ
と
い

い
ま
す
。
農
業
振
興
の
観
点
か
ら
申

し
上
げ
ま
し
て
、
六
十
六
歳
と
い
う

平
均
年
齢
は
あ
ま
り
に
も
高
く
、
こ

れ
か
ら
の
農
業
に
一
抹
の
不
安
を
覚

え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
農
業
を
振
い

興
す
た
め
に
も
、
若
手
へ
の
世
代
交

代
は
必
須
で
す
。
若
者
が
農
業
に
魅

力
を
感
じ
、
農
業
に
従
事
す
る
こ
と

で
誇
り
と
希
望
を
も
て
る
農
業
実
現

の
た
め
に
、
そ
の
た
め
に
も
各
関
係

機
関
と
連
携
し
、
皆
さ
ん
の
力
を
お

借
り
し
つ
つ
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
会
長
代
理
】　永

原 

邦
德

　
当
町
の
農
業
を
支
え
て
い
る
生

産
者
は
、
日
頃
か
ら
「
将
来
性
が

な
い
？
」
と
、
不
安
を
か
か
え
な

が
ら
稲
作
、
畑
作
に
と
耕
作
地
を

維
持
す
る
た
め
に
懸
命
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加

の
一
途
で
あ
る
こ
と
は
深
刻
で
す
。

　
人
口
の
減
少
、担
い
手
の
減
少
、

高
齢
化
に
よ
る
離
農
が
顕
著
で
社

会
構
造
そ
の
も
の
と
重
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
課
題
に
様
々
な
形
態
で

取
組
み
が
各
方
面
で
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
軌
道
に
の
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
厳
し
い
状
況
の
農
業
を
少
し
で

も
先
が
見
え
、
活
気
を
取
り
戻
す

た
め
に
、
行
政
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
機
関
と
の
協
議
を
深
め
、
委

員
と
し
て
の
任
務
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。

【
農
地
部
会
長
】　

羽
入
田 

貞
夫

　
こ
の
春
の
農
業
委
員
の
改
選
に

よ
り
委
員
に
な
り
ま
し
た
羽
入
田

各
部
会
長
か
ら
の
一
言  

―
―  

  

編 

集 

後 

記

　
第
二
十
一
代
農
業
委
員
会
が
発

足
し
て
ス
タ
ー
ト
を
い
た
し
ま
し

た
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
も
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
や
遊
休
荒
廃
地
の
解
消
等

に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。ま
た
、

農
家
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
相
互
に
知
恵
を
出
し

合
っ
て
、
円
滑
な
農
業
経
営
が
で

き
ま
す
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
】

原
山 

美
基
夫
　
石
川 

清
孝

徳
脇 

準
一
　
小
林 

惠
子
　

出
川 

善
治

■利用権設定件数及び面積
区    分 設定別 件数 筆数 面積㎡

田

新規
賃 貸 借 40 87 142,618

使用貸借 11 20 30,682

再設定
賃 貸 借 87 177 322,415

使用貸借 10 30 39,457

合計 148 314 535,172

畑

新規
賃 貸 借 4 14 68,631

使用貸借 3 6 4,386

再設定
賃 貸 借 8 13 13,727

使用貸借 2 11 7,603

合計 17 44 94,347

新規
賃 貸 借 44 101 211,249

使用貸借 14 26 35,068

再設定
賃 貸 借 95 190 336,142

使用貸借 12 41 47,060

合    計 165 358 629,519

公表 (平成25年10月～平成26年 3月)

■農地法第３・４・５条申請件数及び面積
３条 ４条 ５条

件数 面積㎡ 件数 面積㎡ 件数 面積㎡

10 月 3 3,854 1 34

11 月 3 6,157 1 495

12 月

  １月 3 9,533

  ２月 1 463

  ３月

合  計 9 19,544 1 495 2 497

■農地法第４・５条転用目的別件数及び面積
宅地等 工場、資材

置場 植林その他 計

件
数

面積
㎡

件
数

面積
㎡

件
数

面積
㎡

件
数

面積
㎡

4 条 1 495 1 495

5 条 2 497 2 497

計 3 992 3 992

あなたも農業者年金に加入しませんか
【加入要件】　1６０歳未満／2国民年金第１号被保険者／3年間６０日以上農業に従事
上記の要件を満たす人は誰でも加入できます  　問信濃町農業委員会　☎（255）6822

食
育
推
進
全
国
大
会
に
参
加
し
て 

女
性
部
　
宮
尾 

花
子

「農地の売買・転用は」
農地法による許可が必要です
許可なく転用すると懲役又は罰
金が科せられます

ご相談は、信濃町農業委員会
へお問合せください。
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野
菜
を
食
べ
て

夏
バ
テ
予
防
を
し
よ
う

　

食
べ
物
に
季
節
感
が
な
く
な
り
、

一
年
中
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
が
手
に
入

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り

旬
の
も
の
を
食
べ
る
ほ
う
が
栄
養
価

も
高
く
、
お
い
し
い
も
の
で
す
。

　

夏
野
菜
は
「
水
分
」
や
「
ビ
タ
ミ

ン
」「
ミ
ネ
ラ
ル
」
な
ど
の
栄
養
素

が
豊
富
な
た
め
、
水
分
補
給
と
同
時

に
体
の
調
子
を
整
え
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。野
菜
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
は
汗
と
一
緒
に
排
泄
さ
れ

や
す
い
の
で
、
毎
日
摂
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

大
量
の
汗
を
か
い
た
り
、
食
欲
が

落
ち
た
り
す
る
と
、
水
分
や
栄
養
が

不
足
し
て
、
夏
バ
テ
や
熱
中
症
を
起

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
夏
バ
テ
予

防
の
た
め
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
夏
野

菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

野
菜
の
１
日
あ
た
り
の
目
標
摂
取

量
は
₃₅₀
ｇ
で
す
。
野
菜
₃₅₀
ｇ
を
朝
・

昼
・
夕
の
３
回
（
約
₁₂₀
ｇ
）
に
分
け
て

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 夏

真
っ
盛
り
、
夏
野
菜
を
食
べ
よ
う
！

栄
養
た
っ
ぷ
り
夏
野
菜

料
理
の

達
人

夏
の
特
別
企
画
!!

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
８

月
に
入
り
本
格
的
な
夏
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
て
先
月
号
で
マ
イ
マ
イ
ガ

の
お
話
を
し
ま
し
た
。
マ
イ
マ

イ
ガ
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
大
量

死
が
起
こ
る
と
お
話
し
ま
し
た

が
、
私
の
家
に
い
た
マ
イ
マ
イ

ガ
に
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
と
思
わ

れ
る
症
状
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
家
は
山
の
中
に
あ
る
の

で
、
マ
イ
マ
イ
ガ
の
毛
虫
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。
私
は
毛
虫

を
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
つ
ま
ん
で
駆

除
し
て
い
ま
し
た
が
、
７
月
初

旬
頃
か
ら
木
の
幹
に
し
が
み
つ

い
た
ま
ま
死
ん
で
い
る
毛
虫
が

い
く
つ
か
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
毛
虫
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
つ
ま

む
と
毛
虫
の
体
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で

し
た
。
そ

の
時
は
た

ま
た
ま
死

ん
で
し
ま

っ
た
だ
け

と
思
っ
て

い
ま
し
た

が
、
ど
う

や
ら
こ
の

症
状
は
マ

イ
マ
イ
ガ

の
幼
虫
が

ウ
イ
ル
ス
に
侵
さ
れ
て
い
る
症

状
の
よ
う
な
の
で
す
。

　

マ
イ
マ
イ
ガ
に
感
染
す
る
ウ

イ
ル
ス
は
、
バ
キ
ュ
ロ
ウ
イ
ル

ス
と
い
う
そ
う
で
す
。
こ
の
バ

キ
ュ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
面
白
い
と

こ
ろ
は
、
そ
の
増
殖
の
仕
方
に

あ
り
ま
す
。
通
常
ウ
イ
ル
ス
が

子
孫
を
残
す
た
め
に
増
殖
す
る

方
法
は
、
く
し
ゃ
み
に
乗
っ
た

り
、
唾
液
や
尿
な
ど
の
分
泌
物

に
混
ざ
り
外
部
に
拡
散
し
、
他

の
個
体
の
細
胞
に
入
り
込
む
方

法
を
取
り
ま
す
。
つ
ま
り
宿
主

（
感
染
し
た
動
物
）
を
で
き
る

だ
け
生
か
し
た
ま
ま
感
染
を
広

げ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ウ
イ
ル

ス
が
感
染
し
た
宿
主
が
死
ん
で

し
ま
っ
て
は
、
自
分
自
身
も
死

ん
で
し
ま
う
た
め
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
バ
キ
ュ
ロ
ウ

イ
ル
ス
は
マ
イ
マ
イ
ガ
に
取
り

つ
く
と
マ
イ
マ
イ
ガ
の
体
内
で

マ
イ
マ
イ
ガ
を
生
か
し
た
ま
ま

極
限
ま
で
増
殖
し
、
マ
イ
マ
イ

ガ
の
体
内
を
液
状
に
し
て
殺
し

て
し
ま
い
ま
す
。
死
ん
だ
毛
虫

は
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
り
、
皮
膚

が
破
け
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
ま
き

散
ら
さ
れ
、
新
た
な
毛
虫
に
感

染
し
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
我
が

家
の
毛
虫
た
ち
の
一
部
は
、
こ

の
ウ
イ
ル
ス
に
侵
さ
れ
た
も
の

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

来
年
は
、
マ
イ
マ
イ
ガ
パ
ニ

ッ
ク
が
終
息
す
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
こ
の
ウ
イ

ル
ス
は
脊
椎
動
物（
人
間
な
ど
）

に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
話
し
は
変
わ
り
ま

す
が
、
先
月
、
動
物
園
で
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
の
餌
や
り
体
験
で
女

の
子
が
手
を
か
じ
ら
れ
て
し
ま

う
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
け
が

を
さ
れ
た
女
の
子
が
一
日
で
も

早
く
治
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

こ
の
動
物
園
で
、
今
後
餌
や

り
体
験
が
行
わ
れ
る
か
ど
う
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
れ

ば
安
全
性
を
確
保
し
た
上
で
餌

や
り
体
験
を
続
け
て
ほ
し
い
で

す
。普
段
見
ら
れ
な
い
動
物
が
、

何
を
ど
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る

か
を
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
野
生

動
物
や
自
然
を
知
る
と
て
も
良

い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

マイマイガの雄。雌の方が大きく白いのです

獣医師：清水達夫

木にしがみついたままのマイ
マイガの毛虫たち

お母さんの
メッセージ

　　　付き！　　

竹
たけだ

田 健
けんたろう

太郎ちゃん（富濃）
お母さん：三津子さん

わんぱく盛りですが、ケガ
なく元気に育って欲しいで
す。

BOY

柴
しばもと

本 鷲
しゅう

ちゃん（野尻）
お母さん：順子さん

好奇心旺盛で活発な鷲く
ん。今、この幸せで大切な
時間をゆっくりと楽しく沢
山の笑顔で過ごそうね♡

BOY

 げ ん き っ こ

 Genkikko
　　１歳半児健診に来てくれたおともだち

８月

奈
な ら が き

良垣 璃
り の

乃ちゃん（野尻）
お母さん：陽子さん

いつもニコニコ元気な璃乃。
たくさん食べて大きくなぁ
れ♪

GIRL

（材料 2人分）
ズッキーニ ・・・・・・ 80 ｇ
な す ・・・・・・・・・・ 80 ｇ
ピ ー マ ン ・・・・・・・ 20 ｇ
パプリカ (黄 ) ・・・・ 20 ｇ
パプリカ (赤 ) ・・・・ 20 ｇ
ニンニク ・・・・・・・・ 少々
玉 ね ぎ ・・・・・・・・・ 80 ｇ
ト マ ト ・・・・・・・・ 240 ｇ
オリーブ油 ・・・・・・・ 4 ｇ
コンソメの素 ・・・・・・ 1 個
ロ ー リ エ ・・・・・・・・ 1 枚
塩 ・・・・・・・・・・・・・ 適宜
こしょう ・・・・・・・・ 適宜

①ズッキーニ、なす、ピーマン、パプリカは食べやすい大きさに切る。
②ニンニク、玉ねぎはみじん切りにして、別々の容器に入れておく。
③トマトは湯むきしてザク切りにする。
④鍋にオリーブ油を熱し、ニンニクを炒める。（焦がさないように注意する！！）
⑤玉ねぎも加えて、しんなりするまで炒める。
⑥玉ねぎがしんなりしたら、ズッキーニ、なす、ピーマン、パプリカを加え炒める。
⑦トマト、コンソメの素を加えて混ぜ合わせ、ローリエを加えて弱火で煮込む。水分が足りな
いようなら水を適宜加える。
⑧野菜が柔らかくなって、水分も減ってきたら、塩、こしょうで味を整える。

①きゅうりは縞目に皮をむき、6cm長さの棒状に切る。セロリは筋を取り、パプリカはヘタ
と種を取って、きゅうりと同じ長さの棒状に切る。
②調味料を合わせ、加熱し、マリネ液を作る。
③②が熱いうちに①の野菜にかける。冷蔵庫で冷やして味をなじませる。

（材料 2人分）
きゅうり ・・・・・・・・ １本
セロリ ・・・・・・・・・ 1/2 本
赤パプリカ ・・・・・  1/4 個
黄パプリカ ・・・・・  1/4 個
酢 ・・・・・・・・・・・ 100cc
水 ・・・・・・・・・・・ 100cc
砂糖 ・・・・・・・・ 大さじ 1.5
塩 ・・・・・・・・・・ 大さじ 1/2
こしょう ・・・・・・・・・ 少々
ローリエ ・・・・・・・・ １枚

夏野菜のラタトゥイユ

簡単！きゅうりのピクルス
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７
月
13
日
（
日
）
に
野
尻
湖

畔
に
て
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
と
歩
く

野
尻
湖
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
カ

ヌ
ー
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
28
名
で
し
た
。
は
じ

め
に
こ
ど
も
未
来
の
森
か
ら
野

尻
湖
・
緑
・
水
・
風
の
空
間
ま

で
を
湖
畔
に
設
置
さ
れ
た
ナ
ウ

マ
ン
ゾ
ウ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

た
ど
り
な
が
ら
、
歩
き
ま
し
た
。

各
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
野
尻
湖

に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
が
用
意
さ

れ
て
お
り
、
ク
イ
ズ
に
答
え
な

が
ら
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
野

尻
湖
・
緑
・
水
・
風
の
空
間
に

到
着
し
て
か
ら
は
水
生
生
物
の

観
察
と
カ
ヌ
ー
体
験
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
手
作
り
の
カ
ヌ
ー

に
数
人
ず
つ
乗
り
こ
み
、
カ

ヌ
ー
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

○
ふ
ね
に
の
っ
て
た
の
し
か
っ

た
で
す
。

小
学
校
１
年

　
松
木
倖
汰

○
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
を
さ
が
し
て

あ
る
き
ま
し
た
。
ド
ン
グ
リ

の
は
っ
ぱ
を
も
っ
て
い
る
ゾ

ウ
と
か
ヒ
ト
が
の
っ
て
い
る

ゾ
ウ
も
い
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー

に
も
の
り
ま
し
た
。
こ
い
だ

と
き
は
パ
ド
ル
が
お
も
か
っ

た
で
す
。
カ
ヌ
ー
に
の
っ
た

と
き
は
ち
ょ
っ
と
ゆ
れ
ま
し

た
。
こ
ぐ
の
が
す
こ
し
む
ず

か
し
か
っ
た
で
す
。

小
学
校
２
年

　
米
岡
華
音

○
カ
ヌ
ー
た
い
け
ん
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。

小
学
校
２
年

　
寺
島
凜
空
斗

○
11
も
ん
も
も
ん
だ
い
が
あ
っ

た
け
ど
、
ぜ
ん
ぶ
あ
っ
て
て

よ
か
っ
た
で
す
。
き
ょ
う
は

た
の
し
か
っ
た
で
す
。

小
学
校
２
年

　
黒
柳
菜
奈
美

○
ク
イ
ズ
が
た
の
し
か
っ
た
。

小
学
校
２
年

　
北
村
陽
之
介

○
か
ん
た
ん
だ
っ
た
。

小
学
校
３
年

　
松
木
祥
悟

○
え
び
が
た
く
さ
ん
と
れ
て
よ

か
っ
た
で
す
。
あ
と
カ
ヌ
ー

が
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

小
学
校
３
年

　
多
羅
尾
光
将

○
カ
ヌ
ー
体
験
は
一
番
楽
し

か
っ
た
。

小
学
校
３
年

　
椎
橋
賢
二

○
え
び
や
肉
が
お
い
し
く
て
、
も

ん
だ
い
が
む
ず
か
し
か
っ
た
。

小
学
校
４
年

　
青
木
福
多
朗

○
ク
イ
ズ
は
楽
し
か
っ
た
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
さ
ん
か

し
た
い
。

小
学
校
５
年

　
椎
橋
聖
士

○
楽
し
か
っ
た
。
こ
ん
ど
も
さ

ん
か
し
た
い
。

小
学
校
５
年

　
黒
柳
亮
太

○
小
学
生
の
子
供
達
と
一
緒
に

自
然
の
中
（
野
尻
湖
周
辺
）

を
歩
き
、
大
人
で
も
十
分
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
と
て
も
有
意
義
な
一
日

で
し
た
。

富
濃

　
椎
橋
静
子

○
ゆ
っ
く
り
森
の
中
を
久
し
ぶ

り
に
歩
き
、
と
て
も
気
持
ち

が
良
か
っ
た
で
す
。
今
年
大

発
生
の
〝
マ
イ
マ
イ
ガ
〞
の

事
も
く
わ
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
、
良
か
っ
た
で
す
。
楽

し
か
っ
た
で
す
。

柏
原

　
黒
柳
陽
子

　８月８日から１７日まで博物館にてミニ講座を行います。
博物館で氷河時代の地層や化石にふれてみませんか？石器づ
くりの体験もあります。申込み、参加費は必要ありません。
下記の時間帯に博物館にお越しいただければ、どなたでも参
加できます。テーマは日ごとに異なります。

 日　　時 　２０１４年８月８日（金）～１７日（日）
 　　　　 　１３：００～１５：００
 場　　所 　博物館まえ

○昆虫化石さがし〈８日・１２日・１４日〉
　氷河時代の土の中から昆虫や植物の化石をさがそう。
○火山灰の鉱物しらべ〈１１日・１３日〉
　火山灰を洗い、中に入っている鉱物をしらべよう。
○石器づくり〈９日・１０日・１６日〉
　石のハンマーを使って石をわり、石のナイフを作ろう。
○アジアゾウの骨をしらべよう〈１５日・１７日〉
本物のアジアゾウの骨やヒトの骨のレプリカをさわって、
それぞれの骨のとくちょうをしらべてみよう。

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
と
歩
く

野
尻
湖
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
カ
ヌ
ー
体
験

カヌー体験。うまく進めるかな？

クイズを発見！

夏休み博物館ミニ講座
野尻湖ナウマンゾウ博物館開館３０周年記念講演会

上橋菜穂子講演会
「野尻湖の夢、私の夢－遥かな人々に思いを馳せて－」

野尻湖ナウマンゾウ博物館は今年で開館３０周年をむかえ
ました。それを記念して講演会を行います。講演をしていた
だくのは「守り人シリーズ」や「獣の奏者」の作者、上橋菜
穂子先生です。皆様、ふるってご参加ください。
 日　　時 　２０１４年９月２８日（日）
 　　　　 　１４：００～１６：００ 　開場１３：００
 会　　場 　信濃小中学校　第一体育館
 対象・定員 　小学生以上５００名（８月１日から先着順）
 参 加 費 　高校生以上　５００円（中学生以下、無料）
 申込み方法 ①住所、②氏名、③電話番号、④区分（高校生以

上か小中学生か）、⑤会場までの手段（徒歩、自
家用車等）、⑥小中学生の場合は学校名・学年を
書いて、ハガキ、ファックス、Eメールのいずれ
かで野尻湖ナウマンゾウ博物館までお送りくださ
い。申込者へは会場の場所、駐車場等の詳しいご
案内をお送りします。

 ※電話での申し込みは受け付けいたしません。
申込み締め切り：８月３１日　
　　　　　　　　ただし定員になり次第締め切ります。
※駐車場の数が限られていますので、乗り合わせ等にご協力
ください。
問い合わせ先　野尻湖ナウマンゾウ博物館
　　　　　　　〒 389-1303 長野県上水内郡信濃町野尻 287-5
　　　　　　　TEL：026-258-2090　FAX：026-258-3551
　　　　　　　E-mail：nojiriko@avis.ne.jp

７
月
13
日
（
日
）
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笹ヶ峰自然観察会笹ヶ峰自然観察会 ７月５日（土）７月５日（土）

○
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
が
見
ら
れ

て
、
き
れ
い
だ
と
思
い
ま
し

た
。　

　
　
信
濃
小
中
学
校
４
年

青
木
福
多
朗

○
め
ず
ら
し
い
花
も
見
ら
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
信
濃
小
中
学
校
４
年

小
黒
宏
野

○
初
め
て
笹
ヶ
峰
、
夢
見
平
を

歩
き
ま
し
た
。
10
㎞
は
正
直

疲
れ
ま
し
た
。
天
気
が
良

く
、
良
か
っ
た
で
す
。
初
め

て
み
る
シ
ョ
ウ
キ
ラ
ン
や
ギ

ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
は
き
れ
い
で

し
た
。
ま
た
ヤ
マ
ナ
メ
ク
ジ

の
交
尾
に
は
び
っ
く
り
で
し

た
。
た
く
さ
ん
良
い
空
気
が

す
え
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

富
濃

　
青
木
清
美

○
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
珍
し
い

山
野
草
を
見
る
こ
と
が
出

来
、
大
変
良
か
っ
た
。

大
井

　
浅
野
安
子

○
色
々
と
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
単
独
で
は
行
か
な
い
美

し
い
所
へ
行
け
ま
し
た
。
子

供
達
も
元
気
で
楽
し
い
一
日

で
し
た
。柏

原

　
飯
島
和
一
郎

○
ブ
ナ
の
林
が
と
て
も
美
し
く

気
持
ち
良
か
っ
た
で
す
。
サ

ン
カ
ヨ
ウ
、
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ

ウ
、
シ
ョ
ウ
キ
ラ
ン
、
め
ず

ら
し
い
花
の
名
前
も
覚
え
ら

れ
ま
し
た
。
疲
れ
ま
し
た
が
、

ま
た
歩
き
た
い
コ
ー
ス
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

柏
原

　
小
黒
恵
子

○
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
楽
し
い
企
画
を

お
願
い
し
ま
す
。

大
井

　
村
上
勝
彦

○
心
配
し
て
い
た
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
た
い
へ
ん
楽
し
い
一

日
で
し
た
。
元
気
な
お
子
さ

ん
達
か
ら
は
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。大

井

　
村
上
諏
訪
子

○
夢
見
平
何
度
行
っ
て
も
楽
し

い
で
す
。
ヤ
マ
ナ
メ
ク
ジ
の

交
尾
の
様
子
を
最
後
ま
で
見

た
か
っ
た
で
す
。
黒
姫
で
は

見
た
こ
と
の
な
い
シ
ョ
ウ
キ

ラ
ン
を
見
ら
れ
て
良
か
っ

た
！

野
尻

　
山
口
紀
子

　７月５日（土）に笹ヶ峰にて自然観察会を行いました。参加者は１８名でし
た。笹ヶ峰ダムを出発し、夢見平遊歩道の約 9.6kmの道を自然観察を行いな
がら、歩きました。ブナ林の林床には腐生植物であるギンリョウソウやショウ
キランの花を観察することができました。箕の池ではモリアオガエルやクロサ
ンショウウオの卵塊が見られました。特にモリアオガエルの卵塊は木を見上げ
るほどの高さにまで分布しており、参加者を驚かせていました。夢見平遊歩道
を奥まで進むと、妙高簡易製材所跡地がありました。製材所は昭和７年にブナ
林を有効活用するために建てられ、昭和２７年まで使用されていました。当時、
１００人から１５０人が生活しており、学校や病院もあったというから驚きで
す。少し距離の長いコースでしたが、子供達も最後まで元気に歩いていました。

自
然
観
察
会
に

参
加
し
て

池の中には何がいるかな？製材所跡地に到着 笹ヶ峰ダムを出発

ハルニレの大木を観察 ギンリョウソウが咲いていました

ヤマナメクジの交尾のようす
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福祉の職場説明会を開催

福祉の職場説明会（事業所や仕事・資
格の説明、就職面談）を行います。
■日時　8月8日金　13:00～ 16:00
■会場　メルパルクNAGANO
■内容　福祉事業所と面談ができます。
詳しくは長野労働局HPまたは長野県
福祉法人センターHPをご覧ください。
問ハローワーク長野 職業紹介第一部門
☎（２２８）１３００

水稲共済被害届の受付開始

水稲共済ご加入の皆様の平成26年度
の被害届受付を開始します。
■対象　自然災害、病害虫などにより
耕地ごとに3割を超える減収が見込ま
れる場合
■被害調査　９月上旬から順次実施
（坪刈りを実施する場合があります）
■提出方法　各戸配布の損害通知書に
に必要事項を記入のうえ、①北信農業
共済組合②役場産業観光課③ながの
農協北部営農センター(信濃町 )に提
出してください。なお、被害届の用紙
は提出先各所に設置しております。
※ＮＯＳＡＩ部長による戸別配布や取
りまとめはいたしません。必ずご自身
で申し出てください。
■締め切り　９月8日月
問北信農業共済組合
☎０２６（２１９）２８９２

自衛官を募集

■航空学生
高校卒業後、大空で活躍するパイロッ
トになれる最短コース
◎資格　高卒（見込含）21歳未満
◎受付　8月1日金～9月9日火

◎試験　1次：9月23日火／2次：10月
18日土～23日木のいずれか1日／3次：
11月15日土～12月18日木のいずれ
か1日
■一般曹候補生
自衛隊の中核となる自衛官を目指す。
幹部自衛官への道も。
◎資格　18歳以上27歳未満
◎受付　8月1日金～9月9日火
◎試験　1次：9月20日土／ 2次：10月
9日木～15日水のいずれか1日
■自衛官候補生
自衛隊の第一線で技能と体力を一心に
磨く任期制自衛官
◎資格　18歳以上27歳未満
◎受付　8月1日金～9月9日火
◎試験　男子1次：9月20日土／ 2次：
9月27日土、10月4日土・5日日のいず
れか1日／女子：9月28日日
問自衛隊長野地方協力本部 長野地域事務所  
☎（２３５）６０２６

信州大学 市民開放授業

信州大学では、学生と一緒に受講する
機会として、大学の授業を一般市民（高
校生を含む）の方々に開放しております。
本学の学生･教職員とキャンパスライ
フをお楽しみください。
■開講期間　9月～平成27年 1月
■開放科目　募集案内をご覧ください。
■開放場所　全学教育機構・各学部
■募集定員　特に設けませんが、人数
により受講できない場合もあります。
■受講料　9,400円（１授業科目）
■申込方法　授業を試聴し、10月20
日月までに各キャンパスの受講窓口で
申込んでください。詳細は募集案内を
ご覧ください。
問信州大学 学務部学務課
☎０２６３（３７）２８７０

http://www.shinshu-u.ac. jp/
general/extension-courses/

裁判所の調停委員による
調定相談会

民事調停委員、家事調停委員（弁護士・
司法書士･税理士及び一般調停委員）
が調停手続きの利用についてご相談に
のります。お気軽にお出かけください。
■日程　9月7日日
■時間　10時～15時
■場所　もんぜんぷら座 3階
■内容　社会一般のトラブル（金銭・交
通事故・土地建物境界・損害賠償など）
／家庭内のトラブル（夫婦関係・遺産相
続・親子問題・子どもの養育など）
■その他　予約不要／秘密厳守
問長野調停協会事務局
☎０９０（４５３２）７８８０

県営住宅 県下統一募集

県営住宅の統一募集を実施します。募集
する住宅や応募方法については、8月20
日頃に発表します。詳しくは長野県住宅
供給公社へお問い合わせください。
■受付期間　8月25日月～9月3日水
（期間中の土・日も受付を行います）
問長野県住宅供給公社 県営住宅課
☎（２２７）２３２２

中部電力からのお願い

停電等で中部電力へお問合せいただく
場合は、0120（984）510へお掛けくだ
さい。別のお客さま宅への間違い電話
が頻発しております。お掛け間違いの
ないようお願いいたします。
問中部電力株式会社 長野営業所
☎０１２０（９８４）５１０

Living information
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問住民福祉課環境係
☎（255）59248月資源物収集

昼の部 12：00～18：00
ギネスに挑戦「流しそば」／花、苗木のプレゼントや豪華賞品の抽選会／北信
濃農産物「軽トラ市」／交通安全体験車の体験／一茶巡りウォーキングツアー／
Ｂ級グルメ「長野ヤキメン」など屋台大集合！

夜の部 18：00～20：45
信濃町の伝統ある獅子舞･神楽が大集合し舞を披露
夏の夜空を彩る花火の打ち上げ !

2日土 雑誌・雑がみ（柏原・富士里）
5日火 ペットボトル
7日木 ビン（無色）
9日土 雑誌・雑がみ（野尻・古間）
19日火 ビン（茶色）
20日水 容器包装プラスチック
21日木 アルミ類
23日土 ダンボール（柏原・富士里）

26日火 ビン（その他の色）
28日木 埋立てごみ
30日土 ダンボール（野尻・古間）
9月2日火  スチール類

■可燃ごみ受入停止のお知らせ
（北部衛生クリーンセンター）
8月28日木、定期検査のため14時
から可燃ごみの受入を停止します。

　
長野県知事選挙

８月10日投票
【期日前投票】

選挙日に投票所に行かれない方は、期日前
投票制度を利用して投票をしましょう。投票の際には入場券をお持ちください。
入場券を紛失した場合は投票所でお申し出ください。

■日時　～8月 9日土　8：30～ 20：00
■場所　役場2階 第 6会議室

棄権することなく投票に行きましょう

水ぼうそう・肺炎球菌ワクチンが定期接種に
10月１日から、今まで任意の水ぼうそうワクチン・高齢
者の肺炎球菌ワクチンの予防接種が定期予防接種と
なります。詳しくは、広報９月号でお知らせします。

■水ぼうそうワクチン予防接種
　対象者 1歳～3歳 ／ 費用 全額公費負担
■高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種
　対象者 65歳・70歳・75歳以上 ／ 助成額 4,500円

　問住民福祉課 保健予防係　☎（255）3112

みんなで行こう！ 一茶夏まつり
日時　8月30日㊏　12:00～ 20:45
会場　柏原グラウンド周辺

問一茶夏まつり実行委員会（産業観光課内）☎ （２５５）３１１４

オ
フ
ト
ー
ク
し
な
の
自
主
番
組

1乳児健診（４・7・10か月児）  保健センター
8月21日木／受付：12：30～12:45（7・10か月
児）／12：45～13:00（4か月児）
4か月児／対象：平成26年3・4月生
7か月児／対象：平成26年1月生
10か月児／対象：平成25年10月生

2幼児健診（１歳半・3歳児）     保健センター
9月26日金／受付12:30～12:45
1歳半児／対象：平成25年1月生
3歳児　／対象：平成23年7月生

3予防接種外来（予約制）　   　    信越病院
毎週月・木／受付14:00～15:00
※希望日の4日前までに予約してください
※予防接種は一般外来でも承りますが、その
場合も予約が必要です

4よろず相談     　　　　子育て支援ルームなかよし
8月20日水／10:30～11:30
子育ての相談・計測

5すこやか料理教室       　    保健センター
9月3日水／9：45～13：30／内容：行事食と季
節の食材を使った料理／申し込み：3日前まで

6断酒会   　　　　　　　　       総合会館
8月20日水／19:00～21:00／お酒をやめら
れない方、断酒を続けている方、ご家族の方
のお酒についての相談、学習

7精神保健相談　       長野保健福祉事務所
8月8日金／13:30～／不眠･アルコール依存･人
間関係･引きこもりなど、本人・ご家族の心の相談
を精神科医がお受けします。（要予約）

8母乳相談　　　       　 子育て支援ルームなかよし 
8月4日月 /19日火 /25日月
9:00 ～ 13:00 ／母乳育児の相談、乳房マッ
サージ、体重測定

9あそびの会　 　　       子育て支援ルームなかよし
8 月 28日木／ 10:30 ～ 11:30 ／内容：スタ
ンプあそび

10園庭開放　　　　　　　　　　各保育園
8月4日月 /25日月／9:00～11:00

11ちびっ子集まれ　　　　　　  　各保育園
野尻保育園：8月20日水／柏原保育園：8月22日
金／古間保育園：8月20日水／富士里保育園：8
月19日火

▶問い合わせ先

1～2・4～6保健予防係 ☎(255)3112
3信越病院小児科外来 ☎(255)3100
7長野保健福祉事務所 ☎（225）9045
8・9なかよし相談員 ☎090(4382)6832
10・11野尻保育園 ☎(258)2345／柏原保育
園 ☎(255)3740／古間保育園 ☎(255)2201
／富士里保育園 ☎(255)3416
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月 25日 詩吟の時間

火 26日 税務署だより

水 毎週 保健だより

木
14日 消防だより

21日 交番だより

土
9、23日 ふるさとの民話

30日 一茶ふるさと俳句（清水）

毎週火曜日は、時間外窓口を行います

8月5日 /12日 /19日 / 26日
午後5:15～午後7:00　【祝祭日除く】
◉税金･各種料金の支払い ( ※要納付書）
◉住民票／所得証明／戸籍関係の証明／
印鑑証明の発行　

※内容によっては発行できない場合もあります。
※通常業務日と異なり、一般的な相談業務などは行っていません。



信
濃
小
中
学
校
５
年
１
組
　
豊と

よ
だ田 

風ふ
う
ご冴

わ
た
し
の夢

人口 9,145 人　男 4,467 人　女 4,678 人　世帯数 3,423 世帯　（7 月１日現在）

未
来
へ
の
輝
く
思
いぼくの夢はお父さんとおじい

ちゃんの大工をつぐことです

ぼくの夢は大工になることです。おじいちゃんもお父さんも大
工です。前に、お父さんたちに教えてもらいながら、くぎや

かなづちやのこぎりを使って箱を作ったことがあります。その時
は、指を打ちそうになったり手を切ってしまいそうになったりして
不安でした。でも、箱ができあがったら、もっと作ってみたいと思
いました。
　大工は家を作ったり直したりする仕事です。今は箱ぐらいしか
作ることができないけど、大きくなったら、お客さんが大勢来て
も、まだ全ぜんよゆうがある大きい家や、お父さんやお母さんがす
みやすい家を作りたいです。そして作ってあげた人たちの笑顔を
見たいです。そのためには、算数が必要だと思うので算数の勉強を
がんばりたいです。
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■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ： http://www.town.shinanom
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◆
今
年
も
7
月
上
旬
、戸
草
集
落

に
ホ
タ
ル
の
写
真
を
撮
り
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
去
年
は
初
め
て
行

き
、そ
の
ホ
タ
ル
の
数
に
驚
き
ま

し
た
。
辺
り
が
次
第
に
暗
く
な
り

出
す
と
、小
川
の
土
手
が
ぽ
つ
ぽ

つ
と
光
り
出
し
、や
が
て
た
く
さ

ん
の
ホ
タ
ル
が
小
川
の
周
り
を
飛

び
回
る
様
子
は
印
象
的
で
す
。「
今

年
は
ホ
タ
ル
の
写
真
を
広
報
に
掲

載
す
る
ぞ
」と
意
気
込
み
ま
し
た

が・・・。
納
得
の
い
く
写
真
は
撮

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、ホ
タ

ル
を
楽
し
め
た
だ
け
で
満
足
で

す
。（
水
）

◆
信
濃
町
に
も
い
よ
い
よ
夏
が
き

ま
し
た
。
野
尻
湖
の
花
火
大
会
や

一
茶
夏
祭
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
昨
年
、一
昨

年
と
プ
ー
ル
や
海
、野
尻
湖
で
１

日
過
ご
し
、も
の
す
ご
い
日
焼
け

を
し
ま
し
た
。
ヒ
リ
ヒ
リ
し
て
服

も
着
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
し

た・・・。
皆
さ
ん
も
日
焼
け
止
め

を
活
用
し
て
、日
焼
け
か
ら
お
肌

を
守
り
ま
し
ょ
う
。（
は
っ
と
り
）

編
集
後
記 

美しい
　　 　おいしい

安心豊か

自然の恵みを楽しむ町

「信濃町出身です」と誇れるふるさと

町の将来像
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